
校長名 瀬戸　完一

内　容

タブレット端末や図書室等を利用し
た調べ学習の実施。チャレンジ・
ザ・ドリームなど体験学習の実施。
修学旅行等の社会・校外学習を通
した地域・文化等理解。

タブレット端末や図書
室等を効果的に利用
し、生徒が意欲的に取
り組めるよう指導を工
夫する。

学年の教員を中心に、分掌組織を
活用した全校体制で取り組む。
ゲストティーチャーを招き、専門家
からの指導を受ける.。

まとめプリントや発表
への取り組み方につ
いて評価する。

学習活動 指導方法

第３学年

障害理解教育（点字体験）
集団活動およびその準備活動（修学旅行）
仕事や職業、進学など、自己の生き方とそれ
に関わる問題について考える。

地域の伝統や文化のもつ特徴とその歴史的背景を知り、
伝統や文化の継承を目指した多様な取り組みについて理
解を深める。
社会貢献を念頭に将来を展望し、実現に向けた実践を行
う。

第１学年

障害理解教育（アイマスク体験）
進路学習（職業調べ、職業理解）
集団活動およびその準備活動（社会見学）

指導体制 学習の評価

学習対象 学習事項
タブレット端末や図書館等を利用して調べ学習を行い、ま
とめる。身近な職業について理解を深める。
（職業調べ、キャリアパスポート作成、社会見学関連学習
など）

第２学年

障害理解教育（手話体験）
進路学習（上級学校調べ）
自己理解、社会見学（職業体験）
集団活動およびその準備活動（移動教室）

1年次の学習を踏まえ、自己の適正をもとに職業体験学習
に取り組む。
自己の生き方について考え、働くことの意義を学ぶ。
上級学校について調べることで中期的な目標を明確にす
る。
社会見学や移動教室の事前・事後学習で班員と協力して
学習活動を行い、社会性や計画性を身につける。

自らの生活の在り方や世の中
の動きを考え、自己の将来や
夢、希望に関心をもち、社会と
のつながりを進んで学ぶことが
できる。

自らの生活の在り方を考え、自己の将来
に関心をもち、夢や希望をもつ・異なる意
見や他者の考えを受け入れ尊重すること
ができる。

自分の身の回りの課題を見付
け、
よりよい解決方法を考え、実践
できる。

第３学年
〈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉

第１学年 第２学年

学校の総合的な学習の時間の目標
1　横断的・総合的な学習や探求的な学習を通すことで、自己の生き方を考えることができる｡

第２学年 第３学年

総合的な学習の時間で習得す
る知識及び技能を横断的に関
連付け、身の回りの事象を幅
広く捉えることができる。

他教科等及び総合的な学習の時間で習
得する知識及び技能を関連付け、社会的
な事象を捉えることができる。

自ら課題を見付け、よりよく解
決する能力を身に付ける

2　学び方やものの考え方を身に付け、自ら学び、自ら考える力を高めさせる。
3　問題の解決や探求活動に主体的、創造的、協同的に取り組む態度を育てる。

必要な情報を適切に収集し、
分析することができる。

必要な情報を収集し、多角的に分析し、表
現することができる。

自分自身の課題を見付け、よ
い解決方法を選択し実践でき
る。

主体的に学習に取り組む態度
第１学年 第２学年 第３学年

第１学年 第２学年 第３学年

育てようとする資質や能力及び態度

知識・技能
第１学年

思考・判断・表現
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名称：総合的な学習の時間

学校の
教育目標

思いやりをもち、協力し合い豊かな心をつちかう
進んで学習に励み、がんばり抜く力を身につける

正しく厳しく、美しく生涯の基を築く

国が示す総合的な学習の時間の目標
　探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくため
の資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（１）　探究的な学習の課程において、課題の解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を形成し、探究的な学習の
よさを理解するようにする。
（２）　実社会や実生活の中から問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現することができるよう
にする。
（３）　探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、積極的に社会に参画しようとする態度を養う。


